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一小の校内研修（一人１授業） 

国語科の学習 

令和２年１０月１６日（金）第３校時 ５年２組 

＜単元名＞ 読み手が納得する意見文を書こう「あなたは どう考える」 

＜学習について＞ 

 この単元は、次のような力を育てることをねらいとしています。 

 

 

 

 

この学習は６時間予定で、本時は１時間目です。本時のねらいは次の通りです。 

 

 

 

活動１ 新聞の投書を読んで単元を通した課題と本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係づけたりして整理し、事実と

感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが明確になるように書き表し方を工

夫することができる。 

○新聞の投書を読み、意見を出し合う活動を通して、学習の見通しをもつ。 

○今までの生活で感じたことや考えたことなどから、主張を決め、理由を挙げることができる。 

 

この投書の考えに対する子どもたちの

意見は次の通りでした。 

名前に賛成 20人 番号に賛成７人 

 意見が割れると、学習意欲が高まりま

す。児童は意見文を書くことに興味をも

ったようです。 

 

 これまでの国語の学習経験を思い出しながら、意見文を書くための学習計画を立て

ました。学校や家庭での生活の中から材料を見つけることとしました。 
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活動２ 単元全体の学習を見通し、自分が主張することを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

活動３ 今日の学習をふり返り、気づいたことなどを発表し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業を終える前に、学習をふり返って自分の学び

方について自己評価をします。 

 自分ができるようになったことや不足しているこ

と、新たに気づいたことなどを確かめることは、今

後の学習に大いに役立ちます。 

 

まず、自分で主

張を考えます。 

次に、友だちと

意見を交換しま

す。 

 

 

 この児童は５つ

の主張を考え、友

だちの意見を参考

にしながら、自分

の主張を１つに絞

りました。意義深

く面白い題材を選

んでいます。 

 最後に、「詳し

く書く（根拠）」

ことをこれからの

課題としました。 

個々で題材選びが大切です。複数を考え、主張しようとすることを友だちと吟味し

ています。意見が分かれるようなものから選び、根拠をしっかり考えることが大切

です。グループでの話し合いはとてもよくできました。 


